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鳥取県森林・林業・木材産業再生プラン鳥取県森林・林業・木材産業再生プラン

　若桜町、智頭町を中心とした古い歴
史をもつ林業地です。

　県の地方機関が中心となって森林経営計画の作成支援
を行っています。

 鳥取県では路網整備が加速的に進んでおり、平成18～22年度までの5年
間で約450kmの作業道等が新たに開設されました。

　次世代の林業を担う新規就業者の確保を推進しています。
 高性能林業機
械を効率的かつ
安全に活用でき
る人材を育成し
ています

 数値標高データを用いた傾斜区分図をGIS
（地理情報システム）で作成し、ルート計画に活
用しています（路網開設適地を色分けで図示）。

　森林・林業再生プラン（平成21年12月25日林野庁）」や関係者の意見等を踏まえつつ、本県の林業・木材産業を成長産業とし
て飛躍させるとともに、森林を守り育てることを目指して、県民や森林・林業・木材産業関係者、行政機関が連携して取り組むべ
き課題やそれぞれに期待される役割を明らかにするための指針として、「鳥取県森林・林業・木材産業再生プラン」を平成22年
に作成しました。本県の森林・林業・木材産業を取り巻く現状と課題をふまえ、これらの再生と成長産業への飛躍を図るため、
以下の取組みを推進することとしています。

集約化の取組集約化の取組

　作業の効率化と安全性の向上に大きく貢献する高性能
林業機械の導入を進めています。

高性能林業機械等の導入高性能林業機械等の導入

新規就業者の確保新規就業者の確保

路網整備路網整備

鳥取県の林業

東部地区（千代川流域）東部地区（千代川流域）
　大山山麓に広がるマツを中心とす
る地域です。

中部地区（天神川流域）中部地区（天神川流域）
 日野町、日南町を中心とする新興林
業地です。

西部地区（日野川流域）西部地区（日野川流域）

低コスト林業の推進低コスト林業の推進 森林を支える人づくり森林を支える人づくり

森林を支える人づくり森林を支える人づくり

鳥取県産材の流通・利用拡大鳥取県産材の流通・利用拡大 県民とともに進める森林づくり県民とともに進める森林づくり
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ルート案

（1:1.7）ヘアピン適地
（1:1.5）土砂移動のみで開設可
（1:1.3）盛土に丸太組が必要
（1:1.0）崩壊の危険大
（1:1.0未満）作業道開設不可

高性能林業機械の活用高性能林業機械の活用

　鳥取式作業道の開設技術を習得した
「鳥取式作業道開設士」を養成していま
す（平成24年度までに160名を認定）。

　｢鳥取式作業道｣は災害に強く壊れにくいのが特徴です。平成23年の台風12号では、
県内の作業道が約100路線被災しましたが、鳥取式作業道の被害はありませんでした。

鳥取式作業道開設士鳥取式作業道開設士 鳥取式作業道の模式図鳥取式作業道の模式図

低コスト林業の推進低コスト林業の推進

幅員

切土高の抑制
伐開幅の抑制

入念な締固め

高性能林業機械の活用

木材を運搬するフォワーダ 造材（枝払い、玉切り）を行うプロセッサ

アクセス性の向上

集落説明会

森林資源の持続的利用

原木安定供給体制の確立

市場が求める製品の生産･流通

安定取引・流通再編

乾燥材、JAS 製品

人材育成
集約化

路網整備
高性能林業機械の導入･活用

育てる育てる
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